


















































と著者が調査 中に書 き綴 ったフィール ド




作者による調査資料 として海外で も高 く評
価 されている)の 背景が描かれていること
である。これ らのエピソー ドを通 じて,著
者のアフリカへの溢れる 「おもい」を,あ
らためて知った。 また,何 気 ない表現の中
に,著 者のアフリカ土器へのアプローチ法,
調査作業のスタンスなどが窺 え,教 え られ
ることの多さを痛感 した。そ して,ア フリ
カの社会 ・文化に関心のある人々にとって
は,幅 広い情報が盛 り込まれた入門書 とな
るとも云 える。
以下,そ の順に沿って,各 章の内容 を簡
単なコメン トを交 えて紹介 したい。
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の関わ りが,そ の経緯 に沿 って記述 される。
海外技術協力事業団の要請から,ウ ガ ンダ
工科大学へ赴任 し,「ア フリカの土器 との
出会い」「土器の魅力」「土器作 りをみる」





姿勢が明示 される。つ まり製作者 としての
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厂陶工たち」 を内側の視点で理解 し,研 究
者 として外側から観察する,こ の両視点か
らアフリカの土器 と対峙する,著 者 の基本
的姿勢を見いだすのである。
第2章 ・第3章 は,ア フリカの土器研究
者の立場 から,国 立民族学博物館の共同研
究に参加 した著者が 「学術調査員 として」,
1978年に西アフリカ ・カメルーン国,1980
年 にトーゴ国において,土 器を中心 とする
物質文化 の調査 を記録 したものであ る。
「海外での学術調査には,そ の国の当該機
関で発行 する調査 許可書が必要である。」
(P・56)と,その入手か ら,調 査地 の設
定,村 入 りの許可 ・挨拶,通 訳の手配,調
査対 象者 の選択,と 調査 にいた るまでの
数々の準備行程 は,ど れ一つが欠けて も,
調査に入 ってから後々に影響 を及ぼす もの
である。評者 も同 じ調査地を経験 し,淡 々
と綴 られ る内容のその大変さが他人事では
な く,教 え られたことの大きさに深謝す る
次第であ る。











た資料 と,新 たに 「私の計画 は,ま ず ダ
カールの国立博物館で西アフリカの民族誌
に触れ,隣 国のマ リに入 り,ニ ジェール川
を遡 り,古 くからの交易地モプチ,ジ ェン





(p.164)」と,土 器 を通 じての文化 体系
を構築 しようとす るものである。 これは,




形技法」 を整理。最初せ んべ い状 の底 を
作 っておいて,そ の上に粘土紐 を積み上げ
る。粘土塊の中央部を底 まで抜いて,そ の
上に粘土ひもを積み上げる。すでにできあ
が っている土器の底を丸み を利用 した型作
りの技法。凹型 を使って,杵 状の道具で粘
土の塊 を打ちながら,型 作 りする。湿 らせ













を外 し,他 の工芸への,物 質文化へとその
研究対象を広げてい く。この著者の在 り方
は本書のタイ トルが答えとなるであろう。
つ ま り 「アフ リカ土器」ではな く,「アブ









を紹介する著者 も,ま た多 くのアフリカ研
究者たちも,そ れぞれがアフリカに対す る
思い入れを持つ。そのため,マ スコミや駐
在員 などが流す,窓 越 しのアフ リカ情報 に
苛立 ちを憶 えることがある。そ して機会が





に対 して,著 者 自身の経験から 「草の生え
た窯一 良い教訓」 とプエサ村での出来事
が述べ られ る(pp.36--43)。また、誰 も
が経験で きるもので もない,1969年のクー
デ ター事件 では 「考 えて みる と,ク ーデ
ターの兆候 は昨年からわずかだが,底 流 し
ていた ように思 う。(p.6)」と し,そ の
事由の一つ一つ をあげる。 しか しなが ら,
事件が起 こるまでの約1カ 月間,著 者がど
の ような行動を とったかを明 らかに してい
ない。冷静な判 断力を持つ著者が,何 故,
不安 に か られてBBC放 送 を聞 くこ とに
なったのか と,略 かれた部分に沈默のメッ
セージが込められていると思 うのである。





明の ままである。……(中 略)… …あの時
の教 え子 たちは,も う今では四〇歳を過 ぎ
た頃だ。働 き盛 りの年頃である。楽園の再
建に身を捧げている者 もきっといるに違い





さて,現 地調査 に出る研究者は,そ の調
査中に見聞きした,さ まざまな事 を記録 と
してフィール ドノー トに書 きとめる。著者
も調査 にでると,仏 製の大判手帳を買い求
めるが,こ の手帳はハー ドカバーに紙がグ
ラフ状 にな り,持 って歩 くことを考慮 した
著者のこだわりである。 この著者のフィー
ル ドノー ト18冊は本書のベースとなってい
るのだが,本 書 にも著されない学術 的に貴
重な未発表資料か ら,抱 腹絶倒 のイラス ト
入 りメモまでが詰 まった ものである。これ
を垣 間見ている評者やアフリカ仲間は,い
ずれ論文に,そ して 「アフリカの酔いどれ





るわれわれ研究者たちも,願 わ くば著者 と
同 じアフリカへのロマ ンチシズムをもって,
この地域 に関わっていきたいと思 うのであ
る。
井関和代 犬阪芸術大学
92
